
 

① 
基
本
的
に
は
こ
う
考
え
よ
う 

⑴ 

そ
れ
だ
け
で
意
味
の
分
か
る
読
み
方 

 
 

 

▼
訓
読
み 

⑵ 

そ
れ
だ
け
で
は
意
味
の
分
か
ら
な
い
読
み
方 

▼
音
読
み 

  

② 

鉄
板
パ
タ
ー
ン
を
覚
え
て
お
こ
う 

⑴ 

送
り
が
な
を
必
要
と
す
る
読
み
方 

▼
訓
読
み 

⑵ 

読
み
方
が
４
字
以
上 

▼
訓
読
み 

（
逆
を
い
う
と
音
読
み
の
読
み
方
は
必
ず
３
字
以
下
） 

⑶ 

濁
音
や
ラ
行
で
始
ま
る
読
み
方 

 

▼
音
読
み 

  

③ 

わ
り
と
多
い
「
読
み
が
二
拍
」
の
場
合 

⑴ 

小
さ
い
「
ゃ
ゅ
ょ
」
（
拗
音
）
を
ふ
く
む
読
み
方 

▼
音
読
み 

⑵ 

二
拍
目
（
末
尾
）
が
「
ウ
ン
チ
ク
キ
ツ
イ
」 

 
 

▼
音
読
み 

⑶ 

二
拍
目
（
末
尾
）
が
「
ウ
ン
チ
ク
キ
ツ
イ
」
以
外 

▼
訓
読
み 

①
に
つ
い
て
も
っ
と
く
わ
し
く 

漢
字
辞
典
で
の
表
記 

・
音
読
み
＝
中
国
語 

▼ 

外
国
語 

▼ 

カ
タ
カ
ナ 

・
訓
読
み
＝
日
本
語 

▼ 

ひ
ら
が
な 

 

②
に
つ
い
て
も
っ
と
く
わ
し
く 

⑴
「
送
り
が
な
」
は
、
日
本
語
と
し
て
「
意
味
が
分
か
る
」
よ
う
に
添
え
ら
れ
て
い

る
文
字
で
す
か
ら
、
送
り
が
な
を
必
要
と
す
る
読
み
方
は
「
訓
読
み
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

【
例
外
】「
接セ

ッ

す
る
」「
屈ク

ッ

す
る
」「
生

シ
ョ
ウ

じ
る
」
の
よ
う
に
「
～
す
る
・
～
じ
る
」
の

「
～
」
部
分
は
音
読
み
に
な
り
ま
す
。 

⑵
「

承
う
け
た
ま
わ

る
」
や
「

著
い
ち
じ
る

し
い
」
の
よ
う
に
送
り
が
な
が
つ
い
て
い
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
送
り
が
な
が
つ
い
て
い
な
く
て
も
、
読
み
方
が
４
字
以
上
の
場
合
は
訓

読
み
に
な
り
ま
す
。 

例
・「

志
こ
こ
ろ
ざ
し

」「

公
お
お
や
け

」「

詔
み
こ
と
の
り

」「

私
わ
た
く
し

」
な
ど 

逆
に
い
う
と
、「
音
読
み
の
読
み
方
は
必
ず
３
字
以
下
」
で
す
。 

 

⑶
「
濁
音
や
ラ
行
（
ラ
リ
ル
レ
ロ
）
で
始
ま
る
読
み
方
は
音
読
み
」
で
す
。「
額
に

入
れ
て
飾
る
」
の
「
額
（
ガ
ク
）」
な
ど
は
、
そ
れ
だ
け
で
意
味
が
分
か
る
の
で
訓
読

み
と
間
違
え
そ
う
で
す
が
、
濁
音
は
じ
ま
り
の
読
み
な
の
で
音
読
み
に
な
り
ま
す
。 

「
合ゴ

ウ

」「
残ザ

ン

」「
字ジ

」
な
ど
も
す
べ
て
音
読
み
で
す
。 

【
例
外
】「
路じ

」「
場ば

」
こ
れ
ら
は
濁
音
な
の
に
訓
読
み
で
す
。 

③
に
つ
い
て
も
っ
と
く
わ
し
く 

ま
ず
、「
二
拍
」
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
「
二
文
字
」
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
を

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
小
さ
い
「
ゃ
ゅ
ょ
」（
拗
音
）
は
、
そ
れ
単
独
で
一
拍
と
は

数
え
な
い
の
で
す
。
た
と
え
ば
、「
き
ょ
う
」
と
い
う
の
は
「
き
ょ
・
う
」
と
い
う
よ

う
に
二
拍
と
数
え
ま
す
。 

小
さ
な
「
っ
」（
促
音
）
は
「
し
ゃ
っ
く
り
」
▼
「
し
ゃ
・
っ
・
く
・
り
」
の
よ
う

に
一
拍
と
数
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

二
拍
の
読
み
方
で
、
二
拍
目
、
つ
ま
り
末
尾
が
「
ウ
ン
チ
ク
キ
ツ
イ
」
だ
っ
た
ら
、

音
読
み
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。 

（
例
）
空
（
ク
ウ
）・
円
（
エ
ン
）・
日
（
ニ
チ
）・
悪
（
ア
ク
）・
席
（
セ
キ
） 

達
（
タ
ツ
）・
愛
（
ア
イ
） 

【
例
外
】
二
拍
の
読
み
で
、
二
拍
目
が
「
う
ん
ち
く
き
つ
い
」
な
の
に
訓
読
み 

秋あ
き

・
息い

き

・
粋い

き

・
幾い

く

・
市い

ち

・
五い

つ

・
内う

ち

・
沖お

き

・
奥お

く

・
貝か

い

・
柿か

き

・

神
か
ん
・
こ
う

・
口く

ち

・
靴く

つ

・
恋こ

い 

先さ
き

・
隙す

き

・
背せ

い

・
関せ

き

・
滝た

き

・
竜た

つ

・
月つ

き

・
土つ

ち

・
時と

き

・
栃と

ち

・
問と

ん

・
夏な

つ

・
何な

ん

・
新に

い

・
軒の

き

・
後の

ち 

灰は
い

・
蜂は

ち

・
初は

つ

・
縁ふ

ち

・
舞ま

い

・
牧ま

き

・
巻ま

き

・
町ま

ち

・
街ま

ち

・
松ま

つ

・
道み

ち

・
餅も

ち

・
夕ゆ

う

・
雪ゆ

き

・
宵よ

い

・
八よ

う 

脇わ
き

・
枠わ

く 

例
外
が
多
め
で
す
が
、
二
拍
の
読
み
方
で
音
読
み
に
な
る
と
し
た
ら
、
二
拍
目
は

「
ウ
ン
チ
ク
キ
ツ
イ
」
の
七
種
類
し
か
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、 

・
二
拍
の
読
み
で
二
拍
目
が
「
ウ
ン
チ
ク
キ
ツ
イ
」
な
ら
音
読
み
の
可
能
性
大
（
訓

読
み
も
あ
り
え
る
） 

・
二
拍
の
読
み
で
二
拍
目
が
「
ウ
ン
チ
ク
キ
ツ
イ
」
で
な
い
な
ら
訓
読
み 

と
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

  

★
よ
く
で
る
間
違
え
や
す
い
音
読
み 

本
（
ホ
ン
） 

天
（
テ
ン
） 

番
（
バ
ン
） 

客
（
キ
ャ
ク
） 

図
（
ズ
） 

陸
（
リ
ク
） 

王
（
オ
ウ
） 

台
（
ダ
イ
） 

曲
（
キ
ョ
ク
） 

字
（
ジ
） 

役
（
ヤ
ク
） 

肉
（
ニ
ク
） 

駅
（
エ
キ
） 

愛
（
ア
イ
） 

 

絵
（
エ
） 

  

★
よ
く
で
る
間
違
え
や
す
い
訓
読
み 

原
（
は
ら
） 

相
（
あ
い
） 

身
（
み
） 

場
（
ば
） 

屋
（
や
） 

 

関
（
せ
き
） 

夕
（
ゆ
う
） 

路
（
じ
） 

野
（
の
） 

荷
（
に
） 

    さらに詳しく https://3q-courage.co.jp/essay/2624.html 

https://3q-courage.co.jp/essay/2624.html

